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国
民
健
康
保
険
制
度

　
あ
な
た
が
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
、
ま
た
は
健
診
で
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
助
け

と
な
る
国
民
健
康
保
険
制
度
を
有
効
か
つ
適
正
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
知
ら
せ
と
お

願
い
が
あ
り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
制
度
の
し
く
み

　
国
民
健
康
保
険
制
度
（
以
下

「
国
保
」
と
い
う
）
は
、
加
入
者
の

皆
さ
ん
が
所
得
や
資
産
な
ど
に
応

じ
て
保
険
税
を
出
し
合
い
、
そ
こ

か
ら
医
療
費
を
支
出
す
る
と
い
う

「
相
互
扶
助
」
の
医
療
制
度
で
す
。

皆
さ
ん
の
医
療
費
は
、
皆
さ
ん
の

保
険
税
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
図
１
】

退
職
・
転
職
し
た
と
き
は

　
勤
め
て
い
た
会
社
な
ど
を
退
職

し
た
り
、
新
た
に
就
職
し
た
り
す

る
と
、
今
ま
で
加
入
し
て
い
た
健

康
保
険
の
給
付
が
受
け
ら
れ
ず
に

医
療
費
が
全
額
自
己
負
担
と
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
保
険
税
を
払
い
す
ぎ
て
し
ま

う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
国
保
へ
の
加
入
や
脱
退
の
手

続
き
は
速
や
か
に
行
う
よ
う
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

退
職
し
た
と
き

　
勤
め
て
い
た
会
社
な
ど
を
退
職

し
た
後
に
、
自
営
業
を
営
む
か
た

や
再
就
職
を
し
な
い
か
た
は
、
国

保
へ
の
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
際
に
は
「
認
印
」、「
社
会

保
険
の
離
脱
証
明
書
」、
年
金
証

書
を
お
持
ち
の
か
た
は
「
年
金
証

書
」
を
持
参
し
て
、
戸
籍
年
金
係

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

就
職
し
た
と
き

　
国
保
に
加
入
を
し
て
い
て
、
新

た
に
会
社
な
ど
に
就
職
を
し
て
、

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
か

た
は
、
国
保
か
ら
の
脱
退
手
続
き

が
必
要
で
す
。

　「
認
印
」、「
国
保
の
保
険
証
」、

「
職
場
の
健
康
保
険
証
」（
資
格
取

得
日
の
わ
か
る
証
明
書
で
も
可
）

を
持
参
し
て
、
戸
籍
年
金
係
へ
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
た
と
き

　
交
通
事
故
や
傷
害
事
件
（
第
三

者
行
為
）
な
ど
に
あ
っ
た
と
き
の

治
療
に
は
、
原
則
と
し
て
国
保
は

使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
町
国
保
に
申
請
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
け
が
な
ど
の
治
療
を

す
る
と
き
に
国
保
が
使
え
る
よ
う

お元気ですか？

【図１】
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　接骨院や整骨院で施術

を行う柔道整復師は、骨

折、脱臼、 捻  挫 、打撲や肉
ねん ざ

離れなどの痛みに対して

施術を行う専門家です。

　柔道整復師による施術

には、国民健康保険の使

用に制限があります。施

術を受ける前に確認をし

て正しく施術を受けてく

ださい。

保険が使える場合

①捻挫　②打撲　

③肉離れ　

④骨折・脱臼の応急手当

医師の同意書があるとき

保険が使える場合

①骨折　②脱臼

保険が使えない場合

①疲労や年齢からくる肩

こりや腰痛、体調不良な

ど　②スポーツなどによ

る筋肉疲労　③病気（神経

痛・リウマチ・関節炎・ヘ

ルニアなど）によるこりや

痛み　④脳疾患後遺症な

どの慢性的症状　⑤医療

機関で治療中のもの

受ける際の注意事項

①施術が長期にわたると

きは、医師の診断を受け

てください。

②療養費支給申請書は必

ず自分で自署（サイン）し

てください。

③領収書は必ずもらって

ください。

接骨院・整骨院
正しいかかり方で

受けましょう

　
す
で
に
ご
案
内
と
受
診
票

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
が
、

特
定
健
診
の
受
診
は
お
済
み

で
し
ょ
う
か
？
　

　
特
定
健
診
で
は
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
中

心
と
し
た
生
活
習
慣
病
に
近

づ
い
て
い
な
い
か
を
調
べ
ま

す
。
毎
年
受
診
す
る
こ
と

で
、
健
康
状
態
の
変
化
が
分

か
り
ま
す
。
毎
年
特
定
健
診

を
受
診
し
て
、
健
康
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
健

康
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
医

療
費
が
節
減
で
き
ま
す
。

個
別
健
診

対
象
者
　
　
歳
以
上
の
国
保

40

ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
か
た

期
限
　
９
月
　
日
　

30

(月)

実
施
機
関
　
館
林
市
邑
楽
郡

内
に
あ
る
　
の
医
療
機
関

63

※
受
診
す
る
前
に
医
療
機
関

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
医
療
費
は
原
則
と
し

て
加
害
者
が
負
担
す
る
べ
き
も
の

な
の
で
、
一
時
的
に
国
保
が
立
て

替
え
、
後
で
加
害
者
か
ら
国
保
に

そ
の
費
用
を
返
し
て
も
ら
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
の
注
意
点

○
警
察
に
届
け
出
る

○
町
国
保
に
届
け
出
る

（
届
け
出
る
際
に
は
「
交
通
事
故
証

明
書
」、「
保
険
証
」、「
認
印
」
が

必
要
で
す
）

示
談
の
前
に
町
国
保
に
相
談
を

　
加
害
者
か
ら
医
療
費
を
受
け

取
っ
た
り
、
示
談
を
済
ま
せ
た
り

す
る
と
、
国
保
が
使
え
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
示
談
を
す
る

前
に
必
ず
町
国
保
に
相
談
を
し
ま

し
ょ
う
。【
図
２
】

問
合
せ

○
保
険
医
療
係
　
山
内
線
３
２
６

○
戸
籍
年
金
係
　
山
内
線
２
３
１

医
療
機
関
で

受
診
で
き
ま
す
！

特集国民健康保険制度

【図２】
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忘
れ
ず
に
申
請
を
し
ま
し
ょ
う

　
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
要
件
を
満
た
し
て

い
て
、
未
受
給
の
か
た
は
、
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
児
童
扶
養
手
当

対
象
　
　
歳
に
達
す
る
日
以
後
の

18

最
初
の
３
月
　
日
ま
で
の
間
に
あ

31

り
、
か
つ
次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て

は
ま
る
児
童
に
つ
い
て
、
そ
の
児

童
を
監
護
す
る
母
子
家
庭
な
ど
の

母
や
監
護
し
生
計
を
同
じ
く
す
る

父
子
家
庭
な
ど
の
父
ま
た
は
養
育
者

○
父
母
が
離
婚

○
父
ま
た
は
母
が
死
亡

○
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害
者

○
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
不
明

○
父
ま
た
は
母
か
ら
一
年
以
上
遺
棄

○
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
Ｄ
Ｖ

保
護
命
令
を
受
け
た

○
父
ま
た
は
母
が
一
年
以
上
拘
禁

○
未
婚
の
母
の
子

○
孤
児
な
ど
父
母
が
不
明

手
当
額
（
月
額
）

９
，７
８
０
円
～
４
１
，４
３
０
円

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象
　
精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定

の
障
害
の
あ
る
　
歳
未
満
の
児
童

20

を
監
護
す
る
父
母
ま
た
は
養
育
者

手
当
額
（
月
額
）

１
級
　
５
０
，４
０
０
円

２
級
　
３
３
，５
７
０
円

申
請
先
・
問
合
せ
　
福
祉
係

山
内
線
３
１
１

　
人
口
の
減
少
な
ど
に
伴
う
料
金

収
入
の
減
少
や
、
老
朽
化
し
た
施

設
の
更
新
な
ど
、
水
道
事
業
を
取

り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決

す
る
た
め
、
国
で
は
水
資
源
を
有

効
利
用
し
て
施
設
を
合
理
的
に
利

用
す
る
水
道
事
業
の
広
域
化
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
、
群
馬
県
東
部
に

位
置
す
る
３
市
５
町
（
太
田
市
・

館
林
市
・
み
ど
り
市
・
板
倉
町
・

明
和
町
・
千
代
田
町
・
大
泉
町
・

邑
楽
町
）
は
、
昨
年
の
７
月
に
「
群

馬
東
部
水
道
広
域
研
究
会
」
を
立

ち
上
げ
、
今
年
の
７
月
に
は
「
群

馬
東
部
水
道
広
域
化
基
本
構
想
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
３
市
５
町

は
、
平
成
　
年
４
月
の
水
道
事
業

28

統
合
に
よ
る
企
業
団
の
設
立
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

※
基
本
構
想
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

http://www.town.itakura.

gunma.jp/
問
合
せ
　
上
下
水
道
係

山
内
線
２
４
１

群
馬
東
部
水
道
広
域
化
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し
た

上
水
道

児
童
扶
養
手
当
等

水資源の有効利用

広報いたくら　Ｈ25．８．１(5)

　
住
民
健
診
の
結
果
は
い
か
が
で

し
た
か
？
　
健
診
は
受
け
る
だ
け

で
な
く
、
そ
の
結
果
を
活
用
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
機
会
に

生
活
習
慣
を
変
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
こ
の
教
室
に
参
加
し
た
か
た

は
、
減
量
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

日
程
　
９
月
～
平
成
　
年
３
月

26

対
象
　
①
健
診
の
結
果
、
動
機
づ

け
支
援
ま
た
は
積
極
的
支
援
に
該

当
し
た
か
た

②
生
活
習
慣
を
改
善
し
た
い
か
た

内
容
　
約
６
か
月
間
に
わ
た
り
、

面
接
や
運
動
教
室
な
ど
を
通
し
て

生
活
習
慣
の
改
善
を
支
援
し
ま
す

（
お
お
む
ね
月
１
回
程
度
）。

※
①
の
か
た
は
、
健
診
結
果
に
も

案
内
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。

申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

山
　－

３
７
５
７

82

　
邑
楽
館
林
農
業
協
同
組
合
の
推

薦
を
受
け
、
５
月
　
日
付
で
 川
  嶋
 

か
わ
 し
ま

30

 修
 さ
ん
（
飯
野
）
が
農
業
委
員
に

お
さ
む

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
２
年
間
前
任
の
農
業
委

員
と
し
て
町
農
政
の
発
展
の
た
め

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
 石
  山
  博
  美
 

い
し
 や
ま
 ひ
ろ
 
み

さ
ん
（
離
）
に
は
、
町
長
よ
り
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

問
合
せ
　
農
業
委
員
会

山
内
線
４
１
６

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
開
催
！

健
康
増
進

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業

地
域
と
町
農
政
の
パ
イ
プ
役

農
業
委
員

　
群
馬
の
水
郷
で
実
施
す
る
「
秋

の
揚
舟
谷
田
川
め
ぐ
り
」
の
船
頭

を
募
集
し
ま
す
。

対
象
　
町
内
在
住
で
　
歳
以
上
の

18

か
た
（
高
校
生
不
可
）

勤
務
時
間
　
９
月
・
　
月
の
毎
週

10

土
・
日
・
祝
日

午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分

30

15

勤
務
場
所
　
群
馬
の
水
郷

勤
務
内
容
　
揚
舟
の
船
頭
及
び
運

航
に
係
る
業
務

申
込
期
限
　
８
月
　
日
　

31

(土)

申
込
先
・
問
合
せ

〒
３
７
４－

０
１
１
２

板
倉
町
朝
日
野
３－

９

産
業
政
策
係
（
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
販
売
セ
ン
タ
ー
内
）

山
　－

４
０
４
０

70
姉
　－

４
０
４
1

70
死k-sangyou@

town.itakura.

gunma.jp

船
頭
を
募
集
し
ま
す

揚
舟
谷
田
川
め
ぐ
り

川嶋 修さん

　飯野・18区　

宝
く
じ
助
成
金
で
整
備

　
除
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
整
備
を

支
援
す
る
「
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
」
を
活
用
し
、
第
　
・
11

　
・
　

行
政
区
の
集
会
所
に
エ
ア

13

18

コ
ン
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
宝
く

じ
の
収
益
金
の
一
部
は
、
社
会
貢

献
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
　
行
政
安
全
係

山
内
線
１
２
２

野焼きはやめましょう

「近所でごみを燃やしていて煙がひどい」「洗濯物に臭いがつい

て困っている」など、野焼きに対する苦情が多く寄せられていま

す。ごみを燃やすと煙や悪臭による住民トラブルだけでなく生活

環境の悪化にもつながります。家庭から発生したごみなどの野焼

きは禁止されています。ごみは決められた日に必ずごみステー

ションへ出しましょう。

問合せ　資源化センター　山８２－５３７１
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今月も町の話題が盛りだくさん！

　７月13日(土)～15日(祝)、小学校５年生を

対象に板倉町子ども会育成会連絡協議会が

主催する子ども会自然体験スクールが開催

されました。子どもたちは、群馬県立妙義青

少年自然の家に１泊し、登山やキャンプファ

イヤー、野外炊飯など、普段できない体験を

しました。この催しは、育成会やボランティ

アなど地域の力に支えられ、子どもたちの心

の成長と思い出づくりの場になっています。

夏の思い出妙義山

訓練の成果を発揮
　６月30日(日)、板倉消防署で有事に即応し

た消防技術の向上と消防団員の士気の高揚

を図ることを目的として、第40回板倉消防団

ポンプ操法競技大会が行われました。

　競技は、消防ポンプ車から２本のホースを

伸ばし、各選手の操作要領・行動・動作全

般、有効放水までの所要時間を審査します。

　各分団とも選手と団員が一丸となり、約３

か月間の厳しい訓練の成果を発揮しました。

日頃から地域の安全を守る各分団の迅速な

行動とチームワークのとれたみごとな操法

に、会場を訪れた多くの観客から大きな声援

と拍手が送られました。

＜最優秀個人賞＞＜大会結果＞

 黒  川  
くろ かわ

 誠 (２)
まこと

指揮者第２分団優　勝

 石  川 
いし かわ

 英  司 (２)
えい じ

１番員第１分団準優勝

 君  島  
きみ じま

 拓 (２)
たく

２番員第３分団

第３位  根  岸 
ね ぎし

 幹  雄 (２)
みき お

３番員第４分団

 長  谷  川  
は せ がわ

 力 (５)
つとむ

４番員第５分団

※敬称略。（　）内は分団名。
＜板倉消防団長賞＞

第３分団

広報いたくら　Ｈ25．８．１(7)
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　７月９日(火)、北小４年生19名が子ども伝

統芸能学習教室で 山  口  大  杉 
やま くち おお すぎ

 囃  子 の体験学習
ばや し

をしました。児童は、バチを片手に保存会の

模範演奏に合わせて 鼓 
つづみ

を打ちました。 下  山 
しも やま

 田  姫  菜 さん（除川）は、「鼓を叩くリズムを
だ ひ な

とるのが難しかったけれど、楽しかった」と

話しました。

板倉特有の耕作を学ぶ

　７月９日(火)、大きなスイカが園児たちに

振るまわれました。この大きなスイカは、 川 
かわ

 野  辺  善  十  郎 さん(岩田)のご好意により各保
の べ ぜん じゅう ろう

育園に送られたもので、家庭では見られない

スイカの大きさに園児たちはびっくり。「甘

くておいしいね」と話しながら、切り分けら

れたスイカをほおばっていました。

大きなスイカにびっくり

伝統文化に触れて

星に願いを

　６月21日（金）、西小５年生54名が川田の田

植え体験学習を行いました。水場の風景を

守る会の指導を受けて田植えをした後、 水 
みず

 車 
ぐるま

の体験も行いました。 福  知  姫  綺 さん（岩
ふく ち ひめ き

田）は、「はじめはうまくできなかったけれ

ど、こつをつかむとうまくできました。また

やってみたい」と感想を話しました。

　７月４日(木）、児童館で七夕のつどいが行

われました。七夕のつどいでは、色とりどり

の七夕飾りの製作をしました。

　その後、大きなささ竹に「ケーキ屋さんに

なりたい」「サッカー選手になりたい」「一輪

車に上手に乗れますように」などと思い思い

の願い事を書いた短冊を飾りつけました。
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専
業
主
婦
の
年
金
制
度
が
改
正

さ
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
ど
の
よ

う
な
内
容
で
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　（
匿
名
希
望
）

　　
平
成
　
年
７
月
１
日
か
ら
専
業

25

主
婦
（
妻
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
夫

が
専
業
主
夫
の
場
合
も
同
様
で

す
。）の
年
金
制
度
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
（
第
２
号

被
保
険
者
）
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

妻
（
専
業
主
婦
・
第
３
号
被
保
険

者
）
は
、
年
金
保
険
料
を
納
め
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

夫
が
退
職
し
た
場
合
や
妻
自
身
の

年
収
が
増
え
た
と
き
な
ど
は
、
手

続
き
（
第
３
号
被
保
険
者
か
ら
第

１
号
被
保
険
者
へ
の
変
更
手
続

年
金
制
度
が
改
正

さ
れ
た
そ
う
で
す
が

人人人人人人人人人人とととととととととと社社社社社社社社社社会会会会会会会会会会ににににににににににととととととととととっっっっっっっっっっ人と社会にとっててててててててててて

よよよよよよよよよよりりりりりりりりりりよよよよよよよよよよいいいいいいいいいいおおおおおおおおおお酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒よりよいお酒のののののののののののあああああああああありりりりりりりりりり方方方方方方方方方方をををををををををを研研研研研研研研研研究究究究究究究究究究あり方を研究

酒
文
化
研
究
所
と
は

　
山
田
さ
ん
は
新
卒
で
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
や
企
画
が
業
務
の
会
社

に
就
職
し
、
酒
に
関
す
る
部
門
に

配
属
さ
れ
、
東
京
地
区
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
担
当
を
し
て
い
ま
し

た
。
仕
事
を
通
じ
て
酒
に
詳
し
く

な
っ
た
山
田
さ
ん
は
、
１
９
９
１

年
に
、
仲
間
と
酒
に
関
す
る
こ
と

を
取
り
扱
う
会
社
を
興
す
こ
と
に

し
ま
し
た
。
そ
の
名
を
「
珂
酒
文

化
研
究
所
」
と
い
い
ま
す
。

　
酒
の
研
究
所
と
い
う
と
酒
の
醸

造
に
つ
い
て
化
学
的
な
研
究
を
す

る
と
こ
ろ
や
酒
が
原
因
で
身
体
や

家
庭
を
こ
わ
し
て
し
ま
う
と
い
っ

た
社
会
問
題
の
観
点
か
ら
研
究
を

し
て
い
る
と
い
う
の
が
相
場
で
す

が
、
酒
文
化
研
究
所
は
人
と
社
会

に
と
っ
て
よ
り
よ
い
酒
の
あ
り
方

を
考
え
る
と
い
う
理
念
を
掲
げ
、

そ
の
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。

山田 聡昭さん

や
ま
だ
・
と
し
あ
き
　
朝
日
野
在
住
／
珂
酒
文

化
研
究
所
第
一
研
究
室
長
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

企
画
会
社
を
経
て
、
１
９
９
１
年
同
社
の
設
立

に
参
加
。
酒
類
業
界
専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

及
び
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
と
し
て
活
躍
中
。

年
金
保
険
料
の

未
納
期
間
解
消
へ

(9) 広報いたくら　Ｈ25．８．１
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山82-1111　姉82-1300　死k-jouhou@town.itakura.gunma.jp

き
）
を
し
て
、
保
険
料
を
納
め
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
手
続
き
が
２
年
以
上
遅
れ

た
こ
と
が
あ
る
か
た
は
、
２
年
以

上
前
の
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、
保
険
料
の

「
未
納
期
間
」
が
発
生
し
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
こ
の
よ
う

な
か
た
が
手
続
き
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、「
未
納
期
間
」
を
「
受
給

資
格
期
間
」
に
算
入
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
無
年
金
や

年
金
の
減
額
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

老
齢
年
金
だ
け
で
は
な
く
、
万
一

の
時
の
障
害
年
金
な
ど
の
受
給
権

の
確
保
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
会
社
員
の
夫
が

退
職
し
た
際
な
ど
に
年
金
の
切
り

替
え
の
手
続
き
が
遅
れ
た
り
漏
れ

て
い
た
た
め
、
保
険
料
が
未
納
と

な
っ
て
い
る
主
婦
が
手
続
き
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
年
金
の
受
け
取

り
が
可
能
に
な
っ
た
り
、
年
金
額

を
増
や
せ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

○
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

山
０
５
７
０－

０
１
１－

０
５
０

○
太
田
年
金
事
務
所
　

山
　－

３
７
１
６

49
○
日
本
年
金
機
構

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
e
n
k
i
n
.
g
o
.
j
p
/

n/www/index.html

日
本
酒
の
消
費
量
が
減
少

　
日
本
酒
は
地
方
の
酒
蔵
の
有
名

な
も
の
が
売
れ
る
よ
う
に
な
り
、

活
気
が
あ
る
よ
う
な
雰
囲
気
が
し

ま
す
が
、
日
本
酒
の
消
費
量
は
約

　
年
前
が
ピ
ー
ク
で
そ
こ
か
ら
今

30日
ま
で
減
少
し
続
け
て
い
る
そ
う

で
す
。
そ
れ
は
、
若
い
か
た
が
日

本
酒
に
手
を
出
さ
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
や
、
日
本
酒
の
飲
用

シ
ー
ン
が
和
食
の
と
き
に
限
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
原
因
の
一
つ
だ
そ

う
で
す
。
日
本
酒
を
盛
り
上
げ
る

手
段
の
一
つ
と
し
て
、
山
田
さ
ん

は
日
本
酒
を
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
で
飲

む
こ
と
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

日
本
酒
を
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
で

　
２
０
１
０
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

日
本
酒
の
コ
ン
テ
ス
ト
「
ワ
イ
ン

グ
ラ
ス
で
お
い
し
い
日
本
酒
ア

ワ
ー
ド
」
は
、
３
０
０
余
り
の
銘

柄
の
日
本
酒
を
醸
造
技
術
者
や
ソ

ム
リ
エ
な
ど
の
専
門
家
が
ワ
イ
ン

グ
ラ
ス
で
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
て

審
査
す
る
国
内
最
大
級
の
コ
ン
テ

ス
ト
で
す
。
酒
文
化
研
究
所
も
実

行
委
員
に
名
を
連
ね
ま
す
。

　
日
本
酒
を
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
に
注

い
で
み
る
と
洋
風
の
食
卓
に
も
視

覚
的
に
お
さ
ま
り
が
よ
く
、
お

ち
ょ
こ
な
ど
の
和
酒
器
を
持
っ
て

い
な
い
と
い
う
か
た
も
気
軽
に
自

宅
で
日
本
酒
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
は
和
酒

器
で
は
分
か
ら
な
い
日
本
酒
の
魅

力
を
引
き
出
し
て
く
れ
ま
す
。
グ

ラ
ス
が
ボ
ー
ル
型
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
日
本
酒
の
香
り
が
そ
の
空

間
に
た
ま
り
、
口
に
入
れ
る
前
に

香
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
は
飲

み
口
が
薄
い
の
で
、
味
の
印
象
も

変
わ
り
ま
す
。
そ
れ
に
、
ワ
イ
ン

グ
ラ
ス
は
あ
ご
を
上
げ
な
い
と
飲

む
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
口
の

中
に
酒
が
流
れ
る
速
度
が
速
く
、

味
わ
い
が
一
気
に
広
が
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
今
夜
は
日
本
酒
を
ワ

イ
ン
グ
ラ
ス
に
注
い
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

■レポーター

広報編集委員

 高  木  
たか ぎ

 朝  子 
あさ こ

東
洋
大
学
　
食
環
境
科
学
部

　
　
　
　
　
健
康
栄
養
学
科

 辻
  ひ
ろ
み
  教
授

つ
じ

■主な研究テーマ
・保育所の給食における 咀  嚼 と給食メニューに関

そ しゃく

する研究 栄
養
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
更
な
る
活
用
を
目
指
し
て

食を総合的に考える給食経営管理学

　この４月から食環境科学部健康栄養学科長に

就任された辻教授の専門分野は、給食経営管理

学です。これは、管理栄養士養成科目で、給食

施設の経営と利用者に対する栄養管理を総合的

に支援するシステムづくりを目指す学問です。

　また、辻教授は、給食施設では栄養管理シス

テムとして、利用者の身体状況や栄養状態を評

価する「栄養アセスメント」を行い、給食を提

供する運営を目指しています。

食の問題解決は組織として食環境整備が必要

　近年、主食・主菜・副菜をそろえた「日本型

食生活」が崩壊し、欧米化した食生活で生活習

慣病の増加が社会問題になっています。

　保育所では、「かめない」「丸のみをする」

といった子どもの増加がみられます。これらは

偏食や肥満、かんで飲む筋力の未発達につなが

り、幼児期からの健康リスクとなるそうです。

辻教授は、「管理栄養士は、個々の子どもの咀嚼

の癖も含めた栄養アセスメント結果を献立に反

映させ、保育士や保護者の協力のもとに楽しく

食べる環境をつくるなどの連携が大切」と話し

ます。

　今後の抱負として、辻教授は、「管理栄養士

が栄養アセスメントや食べる場の観察など、人

に対する業務に時間を使えるよう、給食業務の

省力化システムづくりに取り組みたい」と語っ

てくれました。

■レポーター　広報編集委員　 針  ヶ  谷  
はり が や

 和  已 　
かず み
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◆
申
込
先
・
受
付

８
月
１
日
　
～
※
各
公
民
館
及
び

(木)

海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
月
曜
日
・
祝

日
は
休
館
日
、
月
曜
祝
日
の
場
合

は
火
曜
も
休
館
）

　
中
央
公
民
館

◆
手
作
り
パ
ン
教
室

期
日
　
９
月
４
日
　
・
　
日
　
・

(水)

11

(水)

　
日
　

18

(水)

時
間
　
午
前
９
時
　
分
30

内
容
　
あ
ん
パ
ン
、
ぶ
ど
う
パ

ン
、
ラ
ウ
ン
ド
パ
ン

対
象
　
一
般
成
人
８
名

材
料
費
　
実
費
負
担

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き

ん
・
持
ち
帰
り
用
の
容
器

申
込
期
限
　
８
月
　
日
　

25

(日)

◆
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室

　「
ア
ロ
マ
を
楽
し
も
う
！
」

期
日
　
９
月
　
日
　
・
　
日
　
・

14

(土)

21

(土)

　
月
５
日
　

10

(土)

時
間
　
午
前
　
時
10

内
容
　
ア
ロ
マ
の
使
い
方
ほ
か

（
香
水
、
ア
ロ
マ
ハ
ー
ブ
石
け
ん
、

虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
を
作
り
ま
す
）

対
象
　
一
般
成
人
　
名
20

材
料
費
　
各
回
１
，０
０
０
円

申
込
期
限
　
８
月
　
日
　

29

(木)

　
東
部
公
民
館

◆
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室

日
時
　
８
月
　
日
　
　
午
前
８
時

25

(日)

東
部
公
民
館
集
合
　
雨
天
決
行

場
所
　
霧
降
高
原（
栃
木
県
日
光
市
）

内
容
　
ハ
イ
キ
ン
グ
の
実
習
（
３

時
間
程
度
歩
き
ま
す
）

対
象
　
一
般
成
人
　
名
28

乗
り
物
　
町
有
バ
ス

参
加
費
　
１
，０
０
０
円
（
高
速
料

金
・
ガ
ソ
リ
ン
代
ほ
か
）

服
装
　
動
き
や
す
い
服
装
・
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
ま
た
は
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ

持
参
品
　
弁
当
・
飲
み
物
・
雨

具
・
手
袋

◆
男
の
パ
ン
＆
ピ
ザ
教
室

期
日
　
９
月
７
日
　
・
　
日
　

(土)

14

(土)

時
間
　
午
前
９
時
　
分
30

内
容
　
一
日
目
　
ラ
ウ
ン
ド
パ
ン

　
　
　
二
日
目
　
二
色
ピ
ザ

対
象
　
一
般
成
人
男
性
　
名
10

材
料
費
　
１
，０
０
０
円
（
２
回
分
）

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き

ん
・
持
ち
帰
り
用
の
容
器

　
南
部
公
民
館

◆
草
木
染
め
教
室

期
日
　
９
月
４
日
　
・
　
日
　

(水)

11

(水)

時
間
　
午
前
９
時

内
容
　
身
近
な
材
料
で
、
ス
カ
ー

フ
・
エ
プ
ロ
ン
を
染
め
る

対
象
　
一
般
成
人
　
名
10

材
料
費
　
実
費
負
担

◆
 花
 ら
ふ
る
教
室
　

か

(２)

期
日
　
９
月
７
日
　
・
　
月
５
日

(土)

10

　
・
　
日
　

(土)

12

(土)

時
間
　
午
後
１
時
　
分
30

内
容
　
花
の
モ
チ
ー
フ
を
つ
な
げ

た
布
製
ポ
シ
ェ
ッ
ト

対
象
　
一
般
成
人
　
名
10

材
料
費
　
実
費
負
担

持
参
品
　
布
を
お
持
ち
の
か
た
は

持
参
く
だ
さ
い
。

SSSSSTTTTTEEEEEPPPPP!!!!!STEP!        
教教教教教育育育育育委委委委委員員員員員教育委員会会会会会会

 Life study

The step Board of Education

中央公民館　山82-2435 姉82-2436

東部公民館　山82-1241 姉80-4047

南部公民館　山82-1424 姉82-1943

北部公民館　山77-1855 姉77-1854

海洋センター　山82-0858 姉82-0899

わたらせ自然館　山82-1935 姉82-0664

文化財資料館　山91-4018 姉91-4038

各施設お問合せ先各
公
民
館

　
受
講
生
募
集

全公民館、わたらせ自
然館、海洋センター、
文化財資料館は休館
します。

休館日の
　お知らせ

８月14日(水)
　　15日(木)

　
家
庭
や
地
域
で
過
ご
す
こ
と

が
多
く
な
る
夏
休
み
は
、
子
ど

も
た
ち
が
い
ろ
い
ろ
な
面
で
成

長
す
る
時
期
で
す
。
成
長
す
る

過
程
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
も

生
じ
ま
す
。
そ
の
悩
み
を
自
分

で
解
決
で
き
る
子
も
い
ま
す

が
、
相
談
も
で
き
ず
に
解
決
で

き
な
い
で
悩
ん
で
い
る
子
や
そ

の
保
護
者
の
か
た
も
い
る
と
思

い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
悩
み
を
い
っ

し
ょ
に
考
え
て
い
く
た
め
の
、

教
育
相
談
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
お
困
り
の
か
た
は
、
相
談

員
に
相
談
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

開
催
期
日
　
８
月
1
日
　
・
　

(木)

22

日
　
・
　
日
　

(木)

29

(木)

電
話
相
談
　
山
　－

０
８
３
４

82

来
所
相
談
　
電
話
で
予
約
し
て

中
央
公
民
館
２
階
の
教
育
相
談

室
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
板
倉

中
学
校
相
談
室
で
も
随
時
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

夏
休
み
期
間
中
の
　

教
育
相
談
の
ご
案
内

◆子ども会自然体験スクール

広報いたくら　Ｈ25．８．１(11)

◆
絵
手
紙
教
室

期
日
　
９
月
　
日
　
・
　
月
２
日

18

(水)

10

　
・
　
日
　
・
　
日
　
・
　
月
６

(水)

16

(水)

30

(水)

11

日
　(水)

時
間
　
午
後
１
時
　
分
30

内
容
　
自
分
が
感
じ
た

ま
ま
自
由
に
描
い
て
い

た
だ
き
ま
す
。

対
象
　
一
般
成
人
　
名
15

材
料
費
　
２
５
０
円

持
参
品
　
紙
コ
ッ
プ
・
雑
巾

　
海
洋
セ
ン
タ
ー

◆
弓
道
教
室

期
間
　
９
月
７
日
　
～
　
月
９

(土)

11

日
 　
（
全
　
回
）

(土)

10

時
間
　
午
後
７
時
～
９
時

場
所
　
板
倉
町
弓
道
場

対
象
　
中
学
生
以
上
　
名
20

参
加
費
　
１
，
０
０
０
円
（
傷
害
保

険
代
な
ど
）

申
込
期
限
　
９
月
３
日
　(火)

　
各
公
民
館

◆
サ
ン
デ
ー
く
ら
ぶ
作
品
展

期
間
　
８
月
１
日
　
～
　
日
　

(木)

31

(土)

場
所
　
中
央
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

◆
た
ん
ぽ
ぽ
お
は
な
し
会

日
時
　
８
月
　
日
　

10

(土)

　
　
　
午
前
　
時
　
分

10

30

内
容
　
読
み
聞
か
せ
と
工
作

対
象
　
幼
児

場
所
　
中
央
公
民
館
（
和
室
）

◆
春
風
亭
一
之
輔
独
演
会

　
　
落
語
界
期
待
の
新
星

　
　
　
　
人
抜
き
真
打
昇
進
！

21

日
時
　
９
月
８
日
　(日)

　
　
　
午
後
６
時
開
演

出
演
者
　
 春
 

し
ゅ
ん

 風
 

ぷ
う

 亭
 

て
い

 一
 

い
ち

 之
 
の

 輔
 （
落

す
け

語
）
・
 林
 

は
や
し

 家
  楽
  一
 （
紙
切
り
）・

や
 
ら
く
 い
ち

 三
遊
亭
 

さ
ん
ゆ
う
て
い

ふ
う
 丈
 （
落
語
）

じ
ょ
う

 木
  戸
  銭
 　
１
，
０
０
０
円

き
 
ど
 せ
ん

場
所
　
東
部
公
民
館
（
講
堂
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売
　
東
部
公
民
館
・

町
内
各
公
民
館
・
わ
た
ら
せ
自
然

館
　

主
催
　
東
部
公
民
館
利
用
団
体
連

絡
協
議
会

　
わ
た
ら
せ
自
然
館

◆
世
界
の
蝶
展

期
間
　
８
月
３
日
　
～
　
日
　

(土)

22

(木)

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
　
分
30

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

入
場
料
　
無
料

◆
オ
リ
エ
ン
ト
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
写

真
展

期
間
　
８
月
　
日
　
～
９
月
８
日
　

29

(木)

(日)

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
　
分
30

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

出
展
　
オ
リ
エ
ン
ト
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ

入
場
料
　
無
料

　
　
月
か
ら
家
庭
用
の
み
そ
づ
く

11
り
な
ど
で
調
理
室
が
利
用
で
き
ま

す
。
話
し
合
い
で
利
用
日
を
決
め

ま
す
の
で
、
ご
利
用
希
望
の
か
た

は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
８
月
　
日
　

22

(木)

　
　
　
午
前
９
時

場
所
　
南
部
公
民
館（
１
階
会
議
室
）

各
公
民
館
・
わ
た
ら
せ
自
然
館

　
イ
ベ
ン
ト
情
報

  調
整
会
開
催

　
　
調
理
室
貸
出
受
付

　
町
内
各
公
民
館
で
は
、
小
中
学

生
を
対
象
に
、
基
礎
学
力
を
身
に

つ
け
る
学
習
支
援
と
工
作
や
調
理

な
ど
の
体
験
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。（
左
表
）
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▼
学
習
支
援
　
午
後
１
時
　
分
～

30

２
時
　
分
（
た
だ
し
、
８
月
　
日
以

30

31

降
は
午
前
９
時
～
　
時
）

10

内
容
　
自
分
で
持
っ
て
き
た
教
材

な
ど
で
自
主
学
習
を
行
い
ま
す
。

分
か
ら
な
い
事
は
学
習
支
援
隊
が

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

用
意
す
る
も
の
　
問
題
集
、
学
校

の
宿
題
、
筆
記
用
具
な
ど

※
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

▼
体
験
教
室
　
午
後
２
時
　
分
～

40

４
時
　
分
10

内
容
　
各
公
民
館
で
工
夫
を
凝
ら

し
た
内
容
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
体

験
教
室
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま

す
。
詳
し
い
内
容
は
、
各
公
民
館

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

参
加
費
　
体
験
教
室
は
内
容
に
応

じ
て
１
０
０
円
程
度
の
材
料
費
が

か
か
り
ま
す
。

申
込
方
法
　
開
催
日
の
　
日
前
ま

10

で
に
各
公
民
館
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
、
学
校
を
通
じ
て

申
し
込
み
が
し
て
あ
る
場
合
は
不

要
で
す
。

  公
民
館
に
集
ま
ろ
う
！
　

体験教室内容公民館開催日

一弦ギターをつくろう東部10日（土）

８月

お菓子をつくろう中央

21日（水)
牛乳かんをつくろう東部

手作りパンをつくろう南部

吹矢をやってみよう北部

工作と読み聞かせ東部31日（土)

ユニカールをやってみよう中央

７日（土）
９月

備長炭で電池をつくろう東部

地場産米のせんべいをつくろう南部

オリジナルキャンドルをつくろう北部

わくわくクッキング北部14日（土）

※８月10日(土)の東部公民館及び８月31日(土)以降の全公
民館の学習支援の時間は午前９時～10時、体験教室の時
間は午前10時10分～11時40分までとなります。
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《広告》

対
象
者

①
承
認
期
間
が
平
成
　
年
９
月
　

25

30

日
ま
で
の
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

証
を
持
つ
町
内
在
住
の
か
た

②
有
効
期
間
が
平
成
　
年
６
月
　

25

30

日
ま
た
は
平
成
　
年
６
月
　
日
ま

26

30

で
の
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
を
持
つ
児
童
の
保
護
者

で
、
町
内
在
住
の
か
た

支
給
額
　
月
当
た
り
３
，０
０
０
円

申
請
期
限
　
９
月
４
日
　(水)

申
請
に
必
要
な
も
の

①
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
ま
た

は
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
給

者
証

②
対
象
者
名
義
の
通
帳

③
印
鑑

申
請
先
・
問
合
せ

福
祉
係

山
内
線
３
１
１

　
家
族
が
認
知
症
に
な
っ
て
も
大

丈
夫
、
認
知
症
の
対
応
法
を
伝
授

し
ま
す
。

日
時
　
８
月
７
日
　(水)

午
後
２
時
～
３
時
　
分
30

場
所
　
南
部
公
民
館

内
容
　
家
族
の
認
知
症
と
そ
の
対

応
に
つ
い
て

講
師
　
 小
  谷
  野
 　
 浩
 　
介
護
支
援

こ
 
や
 
の
 

ひ
ろ
し

専
門
員
（
羽
生
総
合
病
院
）

募
集
人
数
　
　
名
30

参
加
費
　
無
料

申
込
先
・
問
合
せ

介
護
保
険
係

山
内
線
３
２
３

募
集
住
宅

岩
田
団
地
（
大
字
岩
田
地
内
）

昭
和
　
年
建
築
３
Ｄ
Ｋ
（
　
・
２

53

62

㎡
）
１
戸

募
集
期
間

　「
シ
ル
バ
ー
を
知
る
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
お
お
む
ね
　
歳
以
上
で
、

60

町
内
に
お
住
ま
い
の
健
康
で
働
く

意
欲
の
あ
る
か
た
な
ら
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

○
第
１
回

日
時
　
８
月
６
日
　(火)

午
前
　
時
～
正
午

10

場
所
　
中
央
公
民
館

○
第
２
回

日
時
　
８
月
７
日
　(水)

午
前
　
時
～
正
午

10

場
所
　
東
部
公
民
館

○
第
３
回

日
時
　
８
月
８
日
　(木)

午
前
　
時
～
正
午

10

場
所
　
南
部
公
民
館

○
第
４
回

日
時
　
８
月
９
日
　(金)

午
前
　
時
～
正
午

10

場
所
　
北
部
公
民
館

※
ど
ち
ら
の
会
場
に
お
越
し
い
た

だ
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
ど
の

会
場
へ
も
、
午
前
　
時
ま
で
に
お

10

越
し
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
　
花
板
倉
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー

山
　－
３
９
５
２

82

８
月
１
日
　
～
　
日
　

(木)

23

(金)

入
居
可
能
時
期

平
成
　
年
９
月
下
旬
以
降

25

入
居
資
格

○
町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
で
同

居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

○
単
身
入
居
の
特
例
制
度
が
あ
り

ま
す
。

○
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

こ
と
。

○
そ
の
ほ
か
に
収
入
基
準
な
ど
の

制
限
が
あ
り
ま
す
。

選
考
方
法

※
応
募
者
が
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
と
な
り
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ

都
市
計
画
係

山
内
線
４
２
２

日
時
　
８
月
　
日
　
　
午
後
４
時

28

(水)

場
所
　
館
林
厚
生
病
院

テ
ー
マ
　「
大
腸
が
ん
に
な
っ
た

ら
ど
う
す
る
？
」

講
師
　
 岩
  﨑
 　
 茂
 　
氏
（
館
林
厚

い
わ
 ざ
き
 

し
げ
る

生
病
院
副
院
長
）

申
込
み
　
不
要

参
加
費
　
無
料

協
賛
　
館
林
市
邑
楽
郡
医
師
会

問
合
せ
　
館
林
厚
生
病
院

山
　－

３
１
４
０

72

お
知
ら
せ

特
定
疾
患
患
者
等

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

健
康
の
鉄
人
教
室
５

認
知
症
講
話
教
室
開
催

館
林
厚
生
病
院

健
康
講
座
の
お
知
ら
せ

町
営
住
宅

入
居
者
募
集
し
ま
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

《広告》

(13) 広報いたくら　Ｈ25．８．１

○水道料金納入地区　１～14区の一部、30～36区

○水道料金口座振替日　８月26日（月）

電話当 番 店曜日日月

82-0095山岸管工設備土３

８

82-0261㈲小倉設備日４

77-0057宇治川管工土10

82-1856高田管工設備日11

77-0358㈲長谷川設備土17

82-2982土橋設備日18

82-2152㈲佐山設備土24

82-0537㈲根岸工業日25

82-1025㈲鈴木設備土31

82-0027㈲岩崎設備日１

９

82-0001㈲しんえい設備土７

82-0095山岸管工設備日８

82-0261㈲小倉設備土14

77-0057宇治川管工日15

82-1856高田管工設備祝16

職
種
・
人
数
　
事
務
員
若
干
名

応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
、

昭
和
　
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

58

れ
た
か
た
で
４
年
制
大
学
（
大
学

院
を
含
む
）
卒
業
者
及
び
来
春
卒

業
予
定
者

提
出
書
類
　

○
履
歴
書
（
当
院
総
務
課
に
て
配

布
ま
た
は
当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
印
刷
） 
  

○
卒
業
（
見
込
）
証
明
書
、
成
績

証
明
書

○
返
信
用
封
筒
（
縦
長
の
定
型
封

筒
に
宛
先
を
明
記
し
、　

円
切
手

80

を
貼
っ
た
も
の
）

○
免
許
・
資
格
な
ど
を
お
持
ち
の

か
た
は
、
写
し
を
同
封
の
こ
と

申
込
方
法
　
館
林
厚
生
病
院
総
務

課
に
持
参
ま
た
は
郵
送
に
て
提
出

願
書
締
切
　
８
月
　
日
　
必
着

23

(金)

試
験
日
　

○
１
次
試
験
　
９
月
　
日
　

22

(日)

教
養
試
験
、
職
場
適
応
検
査

○
２
次
試
験
　
１
次
試
験
合
格
者

に
後
日
通
知

給
料
　
邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合

初
任
給
基
準
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。
そ
の
ほ
か
国
家
公
務
員
に
準

じ
た
各
種
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ
　
館
林
厚
生
病

院
総
務
課
人
事
係

山
　－

３
１
４
０

72

○
自
衛
官
候
補
生
　
　
歳
以
上
　

18

27

歳
未
満
の
男
女

試
験
日
　
９
月
上
旬
～
　
月
上
旬
頃

10

場
所
　
新
町
駐
屯
地
ま
た
は
相
馬

原
駐
屯
地

○
航
空
学
生
　
日
本
国
籍
を
有
し

　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
男
女

18

21

試
験
日
　
９
月
　
日
　

21

(土)

場
所
　
勢
多
会
館
（
前
橋
市
）

受
付
期
間
　
８
月
１
日
　
～
９
月

(木)

６
日
　(金)

※
年
齢
は
、
平
成
　
年
４
月
１
日

26

現
在

問
合
せ

○
自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
太

田
出
張
所

山
　－

５
５
６
３

45
○
募
集
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

錆
０
１
２
０－

０
６
３
７
９
２

 http://www.mod.go.jp/

pco/gunma/

 h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
a
t
e
b
a
y
a
s
h
i
k
o

seibyoin.jp/

　
防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
を
募
集

し
ま
す
。

○
一
般
曹
候
補
生
　
日
本
国
籍
を

有
し
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
男
女

18

27

試
験
日
　
９
月
　
日
　
、　

日
　

16

(祝)

17

(火)

の
い
ず
れ
か

場
所
　
福
祉
会
館
（
太
田
市
）

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
わ
い
わ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
企
画
、
東
日
本
大
震
災
関
連
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
上
映

し
ま
す
。

日
時
　
９
月
１
日
　
　
(日)

午
後
１
時
～
４
時

場
所
　
東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン

パ
ス
１
１
０
１
号
室

上
映
映
画
　「
石
巻
市
立
 湊
 小

み
な
と

学
校
避
難
所
」

※
 藤
  川
 

ふ
じ
 か
わ

 佳
  三
 監
督
に
よ
る
ト
ー

け
い
 ぞ
う

ク
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費
　
無
料

※
案
内
チ
ラ
シ
を
持
参

問
合
せ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
わ
い
わ
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
　
 山
  田
 

や
ま
 だ

山
０
８
０－

３
９
１
８－

０
４

５
７

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

上
映
会
の
ご
案
内

日本年金機構
エッセイ募集

　公的年金制度の普及や啓発活動の

一環として、ご自身やご家族などの

身近なかたと公的年金制度との関わ

りについてのエッセイを募集します。

テーマ　「わたしと年金」

※公的年金の大切さ、公的年金との

関わり、または社会保障としての公

的年金の意義などに関するエピソー

ドを盛り込んだ内容など。

応募資格　

一般、学生・生徒（中学生以上）

応募方法　

○日本語で１，０００～２，０００文

字以内とし、４００字詰め原稿用紙

の場合、３～５枚、Ｗord文書形式に

よる場合は、原稿横書き（Ａ４版、

40字×35行）としてください。 

○氏名、ふりがな、年齢、性別、住

所、電話番号、職業または所属（会

社名、学校名等）を明記の上、郵送

または電子メールでご応募ください。

応募締切　９月20日(金)

申込先・問合せ

〒１６８－８５０５

東京都杉並区高井戸西３－５－２４

日本年金機構　サービス推進部 サー

ビス推進グループ「わたしと年金」

担当

山０３－５３４４－１１００

死watashito-nenkin@nenkin.go.jp

館
林
厚
生
病
院

職
員
募
集
し
ま
す

国
を
守
る
力

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す



怯板倉町役場　山８２－１１１１　姉８２－１３００　死k-jouhou@town.itakura.gunma.jp (14)

　町では、町内の小中学校・幼稚園・保

育園、運動場など、各施設の放射線量を

週に一度計測しています。

測定方法　地表面と地表からの高さ50㎝

と１ｍをそれぞれ測定

測定値　機器の指示値を10秒間隔で連続

して12回読み取り、最大値・最小値を除

く10回の平均値

測定機器　堀場製作所製　環境放射線モ

ニター　ＰＡ-1000Ｒadi

問合せ

小中学校に関して

○総務学校係　山内線６１３

運動場・グラウンドに関して

○海洋センター　山８２－０８５８

保育園・児童館に関して

○福祉係　山内線３１１

その他全体に関して

○資源化センター　山８２－５３７１

町ホームページ

 http://www.town.itakura.gunma.jp

測　定　概　要

※６月17日～７月12日の期間での最低値及び最高値を表示しています。

※屋外活動を制限する国の基準は、毎時１マイクロシーベルトです。

測定値(マイクロsv/h)

観測地点観測施設 地表から１ｍ地表から50cm地表

最高値最低値最高値最低値最高値最低値

0.0630.0460.0580.0500.0640.055校庭板倉中学校

0.0590.0530.0640.0560.0650.055校庭東小学校

0.0640.0550.0620.0600.0640.058校庭南小学校

0.0600.0530.0620.0580.0750.058校庭北小学校

0.0510.0490.0520.0470.0520.044校庭西小学校

0.0710.0640.0710.0640.0780.068中央渡良瀬運動場

0.1030.0970.1150.1040.1110.106中央渡良瀬サッカーグラウンド

0.0480.0450.0520.0480.0620.049園庭北保育園

0.0530.0430.0500.0420.0570.044園庭板倉保育園

0.0530.0500.0540.0480.0620.048館庭児童館

0.0580.0510.0630.0510.0680.059園庭そらいろ保育園

0.0640.0560.0690.0570.0750.066園庭ひまわり幼稚園

0.0630.0450.0790.0510.1020.054園庭まきば幼稚園

設
計
価
格
   ３
，７
７
０
，０
０
０
円

予
定
価
格
   ３
，２
５
０
，０
０
０
円

落
札
金
額
   ３
，１
０
０
，０
０
０
円

落
札
業
者
　
珂
利
根
設
計
事
務
所

▼
平
成
　
年
度
配
水
管
布
設
替
設

25

計
業
務
（
町
道
３
１
４
６
号
線
外

２
路
線
）

業
務
場
所
　
大
字
海
老
瀬
・
西
岡
・

岩
田
地
内

設
計
価
格
   ２
，３
１
０
，０
０
０
円

予
定
価
格
   ２
，０
０
０
，０
０
０
円

落
札
金
額
   １
，８
５
０
，０
０
０
円

落
札
業
者
　
珂
利
根
設
計
事
務
所

【
都
市
建
設
課
】

▼
平
成
　
年
度
町
道
７
１
６
３
号

25

線
道
路
改
良
工
事

工
事
場
所
　
大
字
西
岡
地
内

設
計
価
格
   ６
，５
９
０
，０
０
０
円

予
定
価
格
   ５
，８
５
０
，０
０
０
円

落
札
金
額
   ５
，８
５
０
，０
０
０
円

落
札
業
者
　
福
地
建
設
禍

▼
平
成
　
年
度
町
道
６
０
６
０
号

25

線
用
地
測
量
業
務
委
託

業
務
場
所
　
大
字
大
荷
場
地
内

設
計
価
格
   １
，８
０
０
，０
０
０
円

予
定
価
格
   １
，５
５
０
，０
０
０
円

落
札
金
額
   １
，５
５
０
，０
０
０
円

落
札
業
者
　
禍
島
崎
測
量
設
計

▼
平
成
　
年
度
町
道
２
２
８
１
号

25

線
外
用
地
測
量
業
務
委
託

業
務
場
所
　
大
字
大
高
嶋
地
内

設
計
価
格
   １
，９
４
０
，０
０
０
円

予
定
価
格
   １
，６
６
０
，０
０
０
円

落
札
金
額
   １
，６
５
０
，０
０
０
円

落
札
業
者
　
東
毛
測
量
設
計
珂

▼
平
成
　
年
度
町
道
２
２
７
６
号

25

線
外
用
地
測
量
業
務
委
託

業
務
場
所
　
大
字
大
高
嶋
地
内

設
計
価
格
   １
，８
０
０
，０
０
０
円

予
定
価
格
   １
，５
５
０
，０
０
０
円

落
札
金
額
   １
，５
５
０
，０
０
０
円

落
札
業
者
　
晃
和
測
量
設
計
珂

◎
６
月
　
日
執
行

26

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】

▼
平
成
　
年
度
板
倉
町
立
小
中
学

25

校
情
報
機
器
整
備
事
業

納
入
場
所
　
板
倉
町
内
小
中
学
校

設
計
価
格
　
３
２
，３
８
０
，０
０
０
円

予
定
価
格
　
２
２
，０
０
０
，０
０
０
円

落
札
金
額
　
２
１
，０
０
０
，０
０
０
円

落
札
業
者
　
禍
三
田
三
昭
堂

【
総
務
課
】

▼
平
成
　
年
度
庁
内
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

25

ト
用
パ
ソ
コ
ン
導
入
事
業

納
入
場
所
　
板
倉
町
役
場

落
札
金
額
　
不
調

※
設
計
価
格
と
予
定
価
格
は
事
後

公
表
で
す
。

※
価
格
は
消
費
税
抜
き
の
価
格
で
す
。

◎
６
月
　
日
執
行

19

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】

▼
平
成
　
年
度
板
倉
町
立
南
小
学

25

校
校
舎
・
体
育
館
浄
化
槽
改
修
工
事

工
事
場
所
　
大
字
大
高
嶋
地
内

設
計
価
格
　
１
８
，６
７
０
，０
０
０
円

予
定
価
格
　
１
５
，９
０
０
，０
０
０
円

落
札
金
額
　
１
５
，９
０
０
，０
０
０
円

落
札
業
者
　
吉
澤
・
佐
山
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体

▼
平
成
　
年
度
板
倉
町
立
板
倉
中

25

学
校
プ
ー
ル
解
体
工
事

工
事
場
所
　
大
字
板
倉
地
内

設
計
価
格
   ９
，３
３
０
，０
０
０
円

予
定
価
格
   ７
，０
０
０
，０
０
０
円

落
札
金
額
   ６
，２
０
０
，０
０
０
円

落
札
業
者
　
禍
川
島
解
体
工
業

【
総
務
課
】

▼
平
成
　
年
度
町
道
２
１
９
０
号

25

線
外
交
通
安
全
施
設
設
置
工
事

工
事
場
所
　
大
字
大
高
嶋
外
地
内

設
計
価
格
   ２
，４
７
０
，０
０
０
円

予
定
価
格
   ２
，１
４
０
，０
０
０
円

落
札
金
額
   １
，９
０
０
，０
０
０
円

落
札
業
者
　
扶
桑
工
業
珂
群
馬
営

業
所

【
環
境
水
道
課
】

▼
平
成
　
年
度
板
倉
町
公
共
下
水

25

道
全
体
計
画
見
直
し
業
務

業
務
場
所
　
板
倉
町
公
共
下
水
道

（
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
）
地
内

入
札
結
果

(15) 広報いたくら　Ｈ25．８．１

定　例　相　談

○診療時間は、午前９時～午後５時

○耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時

○内科系の※印は、小児科のみとなります。　

○救急テレホンサービス（山７３－５６９９）：受診可能病院を紹介しています。

耳 鼻 科外 科 系内 科 系期 日

板倉耳鼻咽喉科クリニック
８０－４３３３

川島脳神経外科医院
７５－５５１１

真下胃腸科内科医院
６２－２０２５

藤原医院
８８－７７９７

落合医院
７２－３１６０

８月４日
（日）

－
新橋病院

７５－３０１１
寺内医院

８８－１５１１
さくらクリニック
７２－３８５５

まりレディスクリニック
７６－７７７５

８月11日
（日）

川田耳鼻咽喉科医院
７２－３３１４

小曽根整形外科
７２－７７０７

黛泌尿器科内科医院
６３－７８００

たけい小児科※
７６－２５２５

多々良診療所
７２－３０６０

８月18日
（日）

－
澤田皮膚外科
７０－７７０３

三浦医院
６２－２９１７

増田医院
８２－２２５５

ごが内科楡クリニック
７３－７５８７

８月25日
（日）

川村耳鼻咽喉科医院
７２－１３３７

最上胃腸科外科
７４－３７６３

みづほクリニック
２０－１１２２

こやなぎ小児科※
８０－２２２０

土井レディスクリニック
７２－８８４１

９月１日
（日）

－
慶友整形外科病院
７２－６０００

湯沢医院
６２－２２０９

益田小児科※
６２－５５３５

森下内科医院
７３－７７７６

９月８日
（日）

今村クリニック
７０－２２２１

館林医院
７４－２１１２

新井内科クリニック
２０－１２２０

うえの医院
７２－３３３０

さくま内科胃腸科クリニック
５５－２５００

９月15日
（日）

－
堀井乳腺外科クリニック
５５－２１００

いたくら内科クリニック
７０－４０８０

ミツワ診療所
７０－３０３０

後藤内科医院
７２－０１３４

９月16日
（祝）

◆緊急　館林厚生病院　７２－３１４０（内科系・外科系）
◆夜間　夜間急病診療所　７３－２３１３　　　　　　　

午後７時～10時（日、祝日を除く）　　　  
内科・小児科（要電話確認）　　　　             

歯 科

館林邑楽歯科保健医療センター
７３－８８１８

午前９時～正午・午後１時～３時

※相談日などの日程は、スケジュール（次

ページ）をご覧ください。

●人権相談　午前10時～正午

　問合せ　戸籍年金係　山内線２３１

●行政相談　午前10時～正午

　問合せ　戸籍年金係　山内線２３１

●法律相談　午後１時～３時　※要予約

　問合せ　戸籍年金係　山内線２３１

●農地相談　午後１時30分～４時

　問合せ　農業委員会　山内線４１５

●教育相談　午後２時～４時　※要予約

　問合せ　板倉中学校相談室

　　　　　　　　　　　山８２－１５８４

●福祉センター相談情報

　◆心配ごと相談　午前９時30分～正午

　◆ボランティア何でも相談（毎週月～金）

　　午前９時～午後５時

　問合せ　福祉センター

●保健センター相談・教室情報

　◆子どもの相談　ぱおぱお

      (22日からだの成長について)

　　午後１時～５時　※要予約

　◆健康相談　午前10時～11時30分

　問合せ　保健センター

●館林保健福祉事務所相談情報

　◆子育てこころの相談（第３水曜日）

　　午前９時～正午　※要予約

　◆精神保健福祉相談（第１・３水曜日）

　　午後３時～５時　※要予約

　問合せ　館林保健福祉事務所

　　　　　　　保健係　山７２ー３２３０

●くらしの相談窓口（休館日を除く毎日）

　午前８時30分～午後５時

　問合せ　中央公民館　山８２ー２４３５

　　　　　東部公民館　山８２ー１２４１

　　　　　南部公民館　山８２ー１４２４

　　　　　北部公民館　山７７ー１８５５

町
県
民
税（
第
２
期
）

国
民
健
康
保
険
税（
第
２
期
）

介
護
保
険
料（
第
２
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

（
第
２
期
）

納
期
限
　
９
月
２
日
　(月)

問
合
せ
　
収
税
係

山
内
線
　
２
２
１
・
２
２
２

※
毎
週
水
曜
日
の
延
長
窓
口
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

年累計   181件板倉の事件事故状況
※( )内は累計（６月16日～７月15日）

０件(  10件)鞄侵入窃盗
０件(  ６件)鞄車上ねらい
１件(  ６件)鞄自動販売機ねらい
０件(  ７件)鞄乗物盗難
２件(  35件)鞄その他の事件
４件(  23件)蒲人身事故
13件(  94件)蒲物件事故

注意して みんなで目指す 無事故の町

　
花
と
緑
に
囲
ま
れ
た
環
境
は
、

心
に
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
９
月
　
日
　
　

12

(木)

午
前
　
時
～
正
午

10

場
所
　
群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

（
邑
楽
町
大
字
中
野
３
９
２
４－

１
）

テ
ー
マ
　「
家
庭
の
庭
で
楽
し
む

フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
の
魅
力
」

講
師
　
 天
  田
  玉
  江
 　
氏
（
英
国
王

あ
ま
 だ
 た
ま
 え

立
園
芸
協
会
会
員
）

募
集
人
数
　
　
名
（
先
着
順
）

60

申
込
方
法
　
８
月
　
日
　
　
午
前

26

(月)

８
時
　
分
か
ら
電
話
で
受
付
。

30

参
加
費
　
無
料

申
込
先
・
問
合
せ

群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

山
　－

７
１
８
８

88

講
師
　
下
都
賀
漁
協
藤
岡
支
部

内
容
　
谷
中
湖
南
ブ
ロ
ッ
ク
に
お

い
て
、
谷
中
湖
に
生
育
す
る
魚
類

の
観
察
、
和
船
で
の
ウ
ケ
上
げ
体

験
を
行
い
ま
す
。

募
集
人
数
　
　
名
20

集
合
場
所
　
子
ど
も
広
場
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
前

申
込
方
法
　
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、
電
子
メ
ー
ル

ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
締
切
　
開
催
日
の
１
週
間
前

参
加
費
　
無
料

※
い
ず
れ
も
雨
天
の
場
合
は
「
体

験
学
習
セ
ン
タ
ー
わ
た
ら
せ
」
で

の
講
話
に
な
り
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ

渡
良
瀬
遊
水
地
湿
地
資
料
館

山
０
２
８
２－

　－

５
５
５
８

62

死akuri@watarase.or.jp

▼
第
３
回
植
物
観
察
会

日
時
　
９
月
　
日
　
　
午
前
　
時

11

(水)

10

～
正
午
（
午
前
９
時
　
分
受
付
）

30

内
容
　
第
１
調
節
池
史
跡
保
全

ゾ
ー
ン
に
お
い
て
、
四
季
折
々
の

植
物
を
時
間
を
か
け
て
観
察
し
ま

す
。
植
物
の
暮
ら
し
や
増
え
方
の

多
様
性
、
ほ
か
の
生
き
物
と
の
か

か
わ
り
な
ど
も
意
識
し
な
が
ら
渡

良
瀬
遊
水
地
の
植
物
に
親
し
み
ま

し
ょ
う
。

講
師
　
 加
  藤
  裕
  一
 　
氏

か
 と
う
 ゆ
う
 い
ち

募
集
人
数
　
　
名
30

▼
第
１
回
魚
類
観
察
会

日
時
　
９
月
　
日
　
　
午
前
　
時

11

(水)

10

～
正
午
（
午
前
９
時
　
分
受
付
）

30

環
境
学
習
講
座

９
月
観
察
会
参
加
者
募
集

群
馬
県
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携

緑
化
講
座
参
加
者
募
集

お
知
ら
せ




